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持
続

可
能
」
テ
＝

マ
に

日
本

の
展
示
も
賑
わ
う
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次世代にクリーンな環境を

「
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
国
際
水

週
間

（
Ｓ
Ｉ
Ｗ
Ｗ
）
２
０
■

４
」
が
■
日
か
ら
５
日
ま
で
、

「持
続
可
能
で
住
み
や
す
い

開
催
国
以
外
で
は
最
大
の

ス
ペ
ー
ス
を
誇
り
多
く
の

人
が
訪
れ
た
日
本
パ
ビ
リ

オ
ン

【
下
】
谷
津
環
境
事

務
次
官

（前
列
右
か
ら
３

人
目
）
の
姿
も

都
市
の
た
め
の
水
環
境
ソ
リ

ュ
ー
シ
ョ
ン
」
を
主
要
テ
ー

マ
と
し
て
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で

開
催
さ
れ
た
。
今
回
で
６
回

目
を
迎
え
た
ア
ジ
ア
最
大
の

こ
の
Ｓ
Ｉ
Ｗ
Ｗ
国
際
会
議
で

は
、
世
界
各
地
の
政
策
関
係

者
や
水
問
題
の
専
門
家
、
水

に
関
す
る
各
国
の
関
係
機
関

の
ト
ッ
プ
が

一
堂
に
会
し
、

各
国
の
基
調
報
告
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
、
ビ
ジ
ネ
ス
フ
ォ

ー
ラ
ム
を
通
じ
、
水
に
関
す

る
諸
問
題
が
幅
広
く
討
議
さ

れ
た
。
事
務
局
の
発
表
で
は

こ
の
期
間
中
、
世
界
■
４
０

カ
国
か
ら
約
２
万

人
が
参

加
、
展
示
は
約
８
５
０
プ
ー

ス
の
規
模
と
な

っ
た
。

初
日
、
「Ｓ
Ｉ
Ｗ
Ｗ
」
「世

界
都
市
サ
ミ

ッ
ト
」
「ク
リ

ー
ン
環
境
サ
ミ
ッ
ト
」
と
大

規
模
国
際
イ
ベ
ン
ト
の
合
同

で
行
わ
れ
た
開
会
式
で
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
の
リ
ー

・
シ

ェ
ン

ロ
ン
首
相
が
約
３
０
０
０
人

の
参
加
者
を
前
に
基
調
講
演

を
行

っ
た
。
専
門
家
会
議
で

は
、
技
術
に
関
す
る
ホ
ッ
ト

イ
シ
ュ
ー
と
し
て
、
茨
世
代

の
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と

し
て
特
に
嫌
気
性
処
理
に
ス

講
演
す
る
シ

エ
ン
ロ
ン
首
相

「
引
司
コ
刷
劃
到
曰

Ｓ
Ｉ
Ｗ
Ｗ
は
世
界
都
市

サ
ミ

ッ

ト
、
ク
リ
ー
ン
環
境
サ
ミ
ッ
ト
と
併

設
し
て
開
催
さ
れ
、
年
々
規
模
が
拡

大
し
て
い
る
。
２
年
ぶ
り
で
開
催
さ

れ
た
Ｓ
Ｉ
Ｗ
Ｗ
で
皆
様
と
再
会
で
き

た
こ
と
は
大
変
う
れ
し
く
思
う
。
２

年
前
と
比
べ
世
界
の
都
市
化
は
急
速

に
進
み
、
こ
の
２
年
間
で

■
億
人
以
上
の
人
々
が
都

市
に
移
動
し
て
い
る
。
こ

れ
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
人

日
の
２０
倍
に
近
い
数
値
で

あ
る
。
近
い
将
来
人
類
の

７０
％
は
都
市
に
住
む
と
予

想
さ
れ
て
お
り
、
反
面
多

く
の
課
題
を
抱
え

て
い

る
。
都
市
環
境
の
悪
化
、

地
球
温
暖
化
に
よ
る
危
機

的
な
水
災
害
や
水
不
足
に

直
面
し
て
い
る
。
し
か
し

人
々
は
常
に
ハ
イ
レ
ベ
ル

な
生
活
環
境
を
要
求
し
て

い
る
。

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は

「持

続
可
能
な
都
市
づ
く
り
」
を
目
指
し

最
善
を
尽
く
し
て
い
る
。
次
世
代
に

ク
リ
ー
ン
な
環
境
を
継
続
す
る
た
め

に
、
特
に
水
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
注
目

し
て
い
る
。
こ
の
マ
リ
ナ
ベ
イ
は

一

つ
の
サ
ン
プ
ル
で
あ
る
。
水
質
汚
濁

の
激
し
か

っ
た
マ
リ
ナ
ベ
イ
は
革
新

的
な
末
環
境
を
改
善
す
る
多
く
の
技

術
を
用
い

「理
想
的
な
都
市
」
と
し

て
世
界
に
知
ら
れ
る
こ
と
に
な

っ
た

の
は
我
々
の
誇
り
で
あ
る
Ю

し
か
し
我
々
に
は
ま
だ
ま
だ
課
題

が
残

っ
て
い
る
。
持
続
可
能
な
都
市

づ
く
り
を
め
ざ
し
、
公
共
交
通
機
関

の
創
造
、
情
報
産
業
の
創
造
、
イ
ン

ダ
ス
ト
リ
ー
エ
リ
ア
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

効
率
化
、
水
素
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
推

陣
計
材
詢
割
師
漣
」
敲
」
“
は
翻
っ

し
ヽ
Ｈ
倒
却
つ
嘲
摯
降
ヮ
わ
瞳
端
瑚

馘

「
デ
師
応
中
紗
″
都 ョ
”
シ
櫛
け
留
林

相
畔
い
け
↑
喘
紅
略
動
で
ぎ
る
こ
と

ポ
ッ
ト
が
当
て
ら
れ
、
膜
を

使

っ
た
嫌
気
性
処
理

（
Ｍ
Ｂ

Ｒ
）
、
脱
窒
素
処
理
が
取
り

上
げ
ら
れ
た
。
ま
た
、
強
靭

な
都
市
づ
く
り
と
し
て
都
市

の
洪
水
対
策
、
産
業
用
水
と

排
水
処
理
と
し
て
特
に
工
業

団
地
の
総
合
的
な
水
循
環
と

処
理
、
革
新
的
な
水
再
生
方

法
、
大
災
害
時
に
お
け
る
水

の
供
給
な
ど
も
取
り
上
げ
ら

れ
た
。

展
示
会
場

（
ウ
ォ
ー
タ
ー

Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
）
に
は
国
別
の
パ

ビ
リ
オ
ン
が
設
け
ら
れ
、
１６

カ
国

（
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
オ

ー
ス
ト
リ
ア
、
ベ
ル
ギ
ー
、

米
国
、
フ
ラ
ン
ス
、
カ
ナ
ダ
、

デ

ン
マ
ー
ク
、
イ

ス
ラ

エ

ル
、
中
国
、
ド
イ
ツ
、
英
国
、

韓
国
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ス
イ
ス
、

台
湾
、
日
本
）
が
展
示
を
競

っ
た
。
中
で
も
、
日
本
パ
ビ

リ
オ
ン
は
開
催
国
を
除
き
最

大
の
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
た
。

日
本
貿
易
振
興
機
構

（
Ｊ
Ｅ

Ｔ
Ｒ
Ｏ
）
が
取
り
ま
と
め
た

日
本
パ
ビ
リ
オ
ン
で
は
、
▽

水
ｉ

ｎ
ｇ
▽
メ
タ
ウ
ォ
ー
タ

ー
▽
Ｊ
Ｆ
Ｅ
エ
ン
ジ
エ
ア
リ

ン
グ
▽
キ

ッ
ツ
▽
積
水
化
学

工
業
▽
栗
田
工
業
▽
酉
島
製

作
所
▽
住
友
電
工
▽
東
芝
▽

中
外
炉
―
な
ど
、
ま
た
自
治

体
関
係
で
は
▽
福
岡
市
▽
水

み
ら
い
広
島
▽
神
戸
市
▽
中

部
水
フ
ォ
ー
ラ
ム
▽
東
京
都

水
道
局
―
な
ど
が
展

示
し

た
。
▽
日
立
製
作
所
▽
東
レ

▽
日
東
電
工

・
▽
明
電
舎
▽
三

菱
電
機
―
な
ど
は
単
独
で
大

き
な
プ
ー
ス
を
構
え
た
。

技
術
セ
ツ
シ
ョ
ン
は
４
日

ま
で
開
催
さ
れ
、
４
０
０
０

人
以
上
の
専
門
家
が
発
表
や

意
見
交
換
を
す
る
盛
り
上
が

り
を
み
せ
た
。

（
関
Ｅ
記
事
６
面
）

【取
材
協
力
】
グ
ロ
ー
バ
ル

ウ
ォ
ト
タ

・
井
ヤ
パ
ン
代
表

吉
村
和
就
氏

（国
連
環
境
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
）
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